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令和６年能登半島地震 道路土工に関する調査派遣状況
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派遣内容 期間 派遣先

道路土工にに関する調査

1月5日～8日 石川県七尾市ほか
1月17日～19日 石川県珠洲市、輪島市
1月21日～24日 石川県七尾市、穴水町ほか
2月7日～10日 石川県輪島市、穴水町
2月23日～26日 石川県輪島市、輪島町
2月27日～29日 石川県輪島市、穴水町ほか
3月15日～16日 石川県輪島市
3月21日～22日 石川県輪島市
4月17日～19日 富山県富山市、上市町、氷見市、石川県七尾市、穴水町ほか
5月19日～21日 石川県輪島市、珠洲市
5月22日～24日 石川県志賀町、輪島市、珠洲市
7月1日～5日 石川県輪島市、珠洲市
7月2日～4日 石川県穴水町、輪島市、珠洲市

七尾市中島町谷内における盛土変状調査状況 七尾市中島町小牧の盛土変状

2024年1月5日から8日 2024年1月21日～24日

七尾市中島町別所における盛土変状調査状況 七尾市中島町別所における盛土変状

道路土工に関して延
べ13班を現地に派遣

し被災状況等の調査
を実施



のと里山海道
徳田大津IC～穴水IC

27.0 S55(1980年) 11 (11.2%) 26 (26.5%) 27 (27.6%) 13 (13.3%) 21 (21.4%) 98

穴水道路
穴水IC～のと里山空港IC

6.2 H18.6(2006年) 2 (6.5%) 3 (9.7%) 13 (41.9%) 6 (19.4%) 7 (22.6%) 31

輪島道路
のと里山空港IC～のと三井

4.7 R5.9(2023年) 6 (23.1%) 13 (50.0%) 7 (26.9%) 0 (0%) 0 (0%) 26

19 (12.3%) 42 (27.1%) 47 (30.3%) 19 (12.3%) 28 (18.1%) 155計

※のと里山海道の徳田大津IC～田鶴浜IC間は未調査

■のと里山海道、穴水道路、輪島道路（徳田大津IC～のと三井IC）盛土被災

道路名 延長(km) 供用年月 計

R6地震被災レべル
※同一盛土内で複数被災を計上　※（ ）は割合

無被害
[C]段差極小

路面クラック
[B]沈下・段差

1m未満
[A]沈下・段差

1m以上
[AS]大規模

崩壊

道路土工の被災調査結果の概要

○国道２４９号沿岸部 （ヘリ調査、現地調査）

・斜面崩壊、地すべり等により道路の交通機能が途絶した区間が多数発生した。

・崩土の背後斜面が不安定化している恐れがあること、復旧にあたり土砂撤去する場合には崩土自体が不安定
化する恐れがあり、地形や地質など詳細な調査を行った上で対応を検討する必要がある。

・大谷地区ループ部切土のり面（烏川大橋取り付け部）で地すべりが発生した。

○能越自動車道（のと里山海道（徳田大津IC以北）、輪島道路、穴水道路区間） （ヘリ調査、現地調査）

・沢埋め高盛土を中心に多くの盛土の被災が確認された。

・のと里山海道においては、平成19年の能登半島地震で大規模崩壊してその後排水対策等を施した本復旧箇
所においては、多くの箇所において被災が軽微にとどまっていた。また、４車線を有する区間では、交通機能が
喪失するような崩壊はなかった。

・盛土の締固め基準等が引き上げられた平成25年以降に供用された輪島道路（令和5年供用）は崩壊に至るよ
うな盛土の被災がないなど、それ以前に供用された穴水道路（平成18年供用）に比べて被災が軽微であった。

４車線区間 ２車線区間

４車線／２車線区間の崩壊事例

（参考）のと里山海道（徳田大津IC～穴水IC区間）
 ４車線区間（約 ６ｋｍ）―盛土崩壊 ５件、うち交通機能全喪失０件
 ２車線区間（約２１ｋｍ）―盛土崩壊１６件、うち交通機能全喪失９件

提供：国際航業（株）・ （株）パスコ

320240202 1010

令和６年能登半島地震 専門調査結果（中間報告）R6.2.21

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
右側　２車線の写真は、国総研土研調査班撮影左側　４車線区間の崩壊事例の写真の出典は以下のとおり。　出典：（株）パスコ／国際航業（株）撮影航空写真承諾書　コピー　条件　提供元の明示　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊以下、国際航業株式会社欄国際航業株式会社所有画像等デジタルデータ 使用承諾書国土交通省国土技術政策総合研究所 殿 2024 年2 月8 日国際航業株式会社は、国土交通省国土技術政策総合研究所に対し、当社が提供したデジタルデータを「画像等デジタルデータの使用条件」に従って使用することを承諾します。※ 画像データはクレジットが記載されたまま使用してください。トリミングなどでクレジットが記載されない場合には、別途「提供：国際航業株式会社」など当社指定のクレジットを記載してください。（共同撮影の場合は両社クレジットを表記）※ デジタルデータの使用は、上記使用申請書に記載した使用目的・形態に限ります。※ データ使用後、使用形態を確認できる資料を下記申請受付窓口宛てにお送りください。《申請受付窓口》 E-mail: info-kkc@kk-grp.jp fax: 042-330-1024 国際航業株式会社 広報部



内容
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１．令和６年能登半島地震における盛土被害の概要

２．令和6年能登半島地震における谷埋め高盛土の被害
の傾向

平成19年能登半島地震の復旧工法、 適用基準等による被災の違い、既
往の点検・対策箇所の状況等

３．令和6年能登半島地震道路における盛土被害を踏ま
えた対応

復旧支援、盛土のり面の点検の見直し、道路土工構造物技術基準の改訂の方向性等



１．令和６年能登半島地震 道路盛土の被害の概要
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のと里山海道 横田IC～穴水IC
（供用1978年）

のと里山海道 徳田大津IC～横田IC
（供用1980年）

能越自動車道【穴水道路】 のと里
山空港IC～穴水IC（供用2006年）

能越自動車道【輪島道路】 のと三井
～のと里山空港IC（供用2023年）

1/18通行止め解除
（一方通行）、
2/27対面通行可能

×大規模崩壊確認箇所（28箇所）

2/2通行止め解除
（一方通行）

【横田IC～越の原IC間】
2/18緊急車両等通行止
め解除（一方通行）

【能登大橋以外の全区間】
7/17 対面通行可能
（能登大橋のみ片側交互通行
→9/10対面通行可能）
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6
米出IC

今浜IC

今浜IC

上棚矢駄IC

西山IC

徳田大津IC

田鶴浜IC

横田IC

越の原IC

穴水IC

別所岳SA

能登空港

上り側車線の崩落

●縦6(STA5.6(七尾市中島町豊田))

●縦32(STA17.7(七尾市中島町田岸))
上下車線の崩落

能登有料道路被害箇所

（資料・写真出典：石川県道路公社）

平成１９年能登半島地震における能登有料道路の被害

6

×大規模崩壊確認箇所（11箇所）



平成19年と令和6年の能登半島地震の地震動の比較
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平成19年と令和6年の能登半島地震直前2週間の降水量の比較

令和６年能登半島地震（2023年12月21日～2024年1月4日） ： 金沢地方気象台 輪島気象観測所

平成１９年能登半島地震（2007年3月14日～2007年3月28日） ： 金沢地方気象台 輪島気象観測所

12月21日～22日の降雪で積雪約60cm 12月30日には完全に融雪

降水量・積雪量は比較的少ない



２．令和6年能登半島地震における谷埋め高盛土の被害の傾向

・沢埋め高盛土を中心に多くの盛土の被災が確認された。

・のと里山海道においては、平成19年の能登半島地震で大規模崩壊してその後排水対策等を
施した本復旧箇所においては、多くの箇所において被災が軽微にとどまっていた。

・盛土の締固め基準等が引き上げられた平成25年以降に供用された輪島道路（令和5年供用）
は崩壊に至るような盛土の被災がないなど、それ以前に供用された穴水道路（平成18年供用）
に比べて被災が軽微であった。

・４車線を有する区間では、交通機能が喪失するような崩壊はなかった。

・一方で、H19年地震で被災し復旧した場所に隣接し（同じリスク要因を有する）、H19年未被災
だった部分が、R6地震では重度の被災（大きく沈下）

・改良土で復旧された箇所において、大規模な崩壊や比較的大きな沈下が生じた箇所があった。

・穴水道路において、平成21年東名牧の原の盛土崩壊を踏まえた緊急点検に関して、点検対

象とならなかった箇所、点検の結果要対策とならなかった箇所、対策を施した箇所においても、
一部の箇所で大規模な崩壊が生じた。
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のと里山海道 STA10.9kp 被災レベル[AS]

10

崩壊
盛土32 [AS]

至 金沢
至 輪島

②ランプ部崩壊

①本線崩壊

②
①

H19 路面変状

被災レベル
As：大規模崩壊
A:沈下・段差1m以上
B:沈下・段差1m未満
C:段差極小、路面クラック
無被害

輪島道路

穴水道路

のと里山海道



穴水道路 STA13.2～13.53kp 被災レベル[AS]
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崩壊

クラックのみ 沈下1m以上

盛土5-2 [A]

盛土5-3 [AS]

盛土5-1 [C]

至 金沢
至 輪島

ふとんかご残存

ふとんかご

②

③

①

H19 無被害

②
①

①大規模崩壊

被災レベル
As：大規模崩壊
A:沈下・段差1m以上
B:沈下・段差1m未満
C:段差極小、路面クラック
無被害

輪島道路

穴水道路

のと里山海道



輪島道路 STA8.15kp 被災レベル[B]
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盛土6 [B]

段差・クラック

①軽微な段差・クラック

N

至 金沢

至 輪島

②
①

②

被災レベル
As：大規模崩壊
A:沈下・段差1m以上
B:沈下・段差1m未満
C:段差極小、路面クラック
無被害

輪島道路

穴水道路

のと里山海道



令和6年能登半島地震における谷埋め高盛土の被害の傾向（再掲）

・沢埋め高盛土を中心に多くの盛土の被災が確認された。

・のと里山海道においては、平成19年の能登半島地震で大規模崩壊してその後排水対策等を
施した本復旧箇所においては、多くの箇所において被災が軽微にとどまっていた。

・盛土の締固め基準等が引き上げられた平成25年以降に供用された輪島道路（令和5年供用）
は崩壊に至るような盛土の被災がないなど、それ以前に供用された穴水道路（平成18年供用）
に比べて被災が軽微であった。

・４車線を有する区間では、交通機能が喪失するような崩壊はなかった。

・一方で、H19年地震で被災し復旧した場所に隣接し（同じリスク要因を有する）、H19年未被災
だった部分が、R6地震では重度の被災（大きく沈下）

・改良土で復旧された箇所において、大規模な崩壊や比較的大きな沈下が生じた箇所があった。

・穴水道路において、平成21年東名牧の原の盛土崩壊を踏まえた緊急点検に関して、点検対

象とならなかった箇所、点検の結果要対策とならなかった箇所、対策を施した箇所においても、
一部の箇所で大規模な崩壊が生じた。
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補強盛土工

残土盛土工

砕石置換え
暗渠排水工

レベル４：補強盛土工
（大規模崩壊箇所）

のり留め工
押え盛土工

暗渠排水工

路体盛土

レベル3：抑え盛土工
（大規模崩壊箇所）

平成19年能登半島地震における本復旧工法
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無対策：
レベル１：
レベル２：
レベル３：
レベル４： 補強盛土工

「平成19年3月25日能登半島地震_能登有料道路復旧工事記録誌」
　11ページ 表4-1より

H19地震災害復旧対策レベル
無対策
舗装打ち換え工
舗装打ち換え工、水抜きBO工
押さえ盛土工（縦-43の応急復旧でのH鋼含む）

路体盛土（改良土）

レベル2：舗装打ち換え工＋水抜きBO工
（段差・沈下箇所等）

H19水抜きBO工

縦-22

S62水抜きBO工

安定計算安全率
常時：Fs≧1.2
地震時（L2相当）：Fs ≧ 1.0



レベル４：補強盛土工
（大規模崩壊箇所）

レベル3：抑え盛土工
（大規模崩壊箇所）

令和６年能登半島地震 道路盛土被災状況(平成19年被災と対比)
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無対策：
レベル１：
レベル２：
レベル３：
レベル４： 補強盛土工

「平成19年3月25日能登半島地震_能登有料道路復旧工事記録誌」
　11ページ 表4-1より

H19地震災害復旧対策レベル
無対策
舗装打ち換え工
舗装打ち換え工、水抜きBO工
押さえ盛土工（縦-43の応急復旧でのH鋼含む）

無対策 レベル１：舗装打ち換え工 レベル2：舗装打ち換え工
＋水抜きBo工

被災レベル
As：大規模崩壊
A:沈下・段差1m以上
B:沈下・段差1m未満
C:段差極小、路面クラック
無被害



道路土工（能越道）の被災調査結果の概要
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○能越道（のと里山海道（徳田大津IC以北）、輪島道路、穴水道路区間） （現地調査）

・H19年能登半島地震で被災し、復旧した箇所は、R６年地震では軽微な被災にとどまっている

H19被災状況

盛土高約15ｍの谷埋め盛土でクラック程度の被災
H19大規模崩壊箇所（縦14）で基礎地盤砕石置換え、補強
盛土、抑え盛土により復旧された箇所

R6被災状況補強盛土工（安定確保、工期短縮）

残土盛土工（安定確保、発生土利用）

砕石置換え
（安定確保、排水対策）

暗渠排水工（排水対策）

出典：能登有料道路 復旧工事記録誌 石川県土木部・石川県道路公社

出典：能登有料道路 復旧工事記録誌
石川県土木部・石川県道路公社

令和６年能登半島地震 専門調査結果（中間報告）より

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
縦-14　工区　七尾市中島町　谷内（11.7KP）横田IC～越の原IC右側写真　国総研・土研調査班撮影



令和6年能登半島地震における谷埋め高盛土の被害の傾向（再掲）

・沢埋め高盛土を中心に多くの盛土の被災が確認された。

・のと里山海道においては、平成19年の能登半島地震で大規模崩壊してその後排水対策等を
施した本復旧箇所においては、多くの箇所において被災が軽微にとどまっていた。

・盛土の締固め基準等が引き上げられた平成25年以降に供用された輪島道路（令和5年供用）
は崩壊に至るような盛土の被災がないなど、それ以前に供用された穴水道路（平成18年供用）
に比べて被災が軽微であった。

・４車線を有する区間では、交通機能が喪失するような崩壊はなかった。

・一方で、H19年地震で被災し復旧した場所に隣接し（同じリスク要因を有する）、H19年未被災
だった部分が、R6地震では重度の被災（大きく沈下）

・改良土で復旧された箇所において、大規模な崩壊や比較的大きな沈下が生じた箇所があった。

・穴水道路において、平成21年東名牧の原の盛土崩壊を踏まえた緊急点検に関して、点検対

象とならなかった箇所、点検の結果要対策とならなかった箇所、対策を施した箇所においても、
一部の箇所で大規模な崩壊が生じた。

17



令和６年能登半島地震 区間毎の盛土被災状況

18

のと里山海道 横田IC～穴水IC
（供用1978年）

のと里山海道 徳田大津IC～横田IC
（供用1980年）

穴水道路（供用2006年）

輪島道路（供用2023年）

×大規模崩壊確認箇所（精査中）

輪島道路穴水道路

のと里山海道
被災レベル

As：大規模崩壊
A:沈下・段差1m以上
B:沈下・段差1m未満
C:段差極小、路面クラック
無被害



盛土関係技術基準類と災害（地震）の変遷

19

和暦（西暦） 災害 盛土関係基準類の策定・改定 主なポイント 主な道路・構造物
S57（1982） ～S57 のと里山海道（穴水IC～徳田大津IC供用）
S58（1983） 日本海中部地震 道路土工要綱 発刊
S61（1986） 道路土工指針 改定 盛土の耐震設計の例示等
H2（1990） 道路土工要綱 改定
H7（1995） 兵庫県南部地震

H11（1999） 道路土工指針 改定 大規模地震動に対する耐震設計
法の例示等

H16（2004） 新潟県中越地震
H18（2006） 穴水道路（のと里山空港IC～穴水IC）供用
H19（2007） 能登半島地震

新潟県中越沖地震
H21（2009） 駿河湾地震 道路土工要綱 改定

盛土のり面緊急点検 集水地形上の高盛土の緊急点検、
対策

H22（2010） 盛土工指針 策定 排水対策の強化、耐震設計の明
確化等

H23（2011） 東北地方太平洋沖地震

H25（2013） 土木工事施工管理基準及び規格値
改定 締固め管理基準値の強化

H27（2015） 道路土工構造物技術基準 策定 要求性能の明確化等
H28（2016） 熊本地震

H29（2017） 道路土工構造物点検要領 策定 特定土構造物１回／５年の点検
等

R5（2023） 輪島道路（のと三井IC～のと里山空港IC）供用
R6（2024） 能登半島地震



土木工事共通仕様書 品質管理基準(案) （道路土工）
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【変更後】

工 種：21 道路土工
種 別：施工
試験区分：必須
試験項目：現場密度の測定
規 格 値 ：

【変更前】

工 種：20 道路土工
種 別：施工
試験区分：必須
試験項目：現場密度の測定
規 格 値：

【砂質土】
・路体：次の密度への締固めが可能な範囲の含水比にお
いて、最大乾燥密度の90%以上（締固め試験（JIS A 
1210）A・B法）。
・路床及び構造物取付け部：次の密度への締固めが可能
な範囲の含水比において、最大乾燥密度の95%以上（締
固め試験（JIS A 1210）A・B法）もしくは90%以上（締固め
試験（JIS A 1210）C・D・E法）
【粘性土】
・路体：自然含水比またはトラフィカビリティーが確保でき
る含水比において、2%≦Va≦10%または85%≦Sr≦95%。
・路床及び構造物取付け部：トラフィカビリティーが確保で
きる含水比において、2%≦Va≦8%
ただし、締固め管理が可能な場合は、砂質土の基準を適
用することができる。

その他、設計図書による。

・路体：最大乾燥密度の85%以上。
・路床：最大乾燥密度の90%以上。
その他、設計図書による。

締固め管理基準値（H25.3.29改定）



輪島道路の盛土断面の例

21

地盤改良

基盤排水層

水平排水層

水平排水層

水平排水層

改良盛土（qc=80～300kN/m2）

安定計算安全率
常時：Fs≧1.2
地震時（L2）：Fs ≧ 1.0
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【参考】動的遠心模型実験



【参考】実験結果例－締固め度の影響

盛土内水位高、締固め度82%、無対策
2.19

1.45

2.22

遠心力載荷実験 変形状況

加振最大加速度：524cm/sec2

（黄文字は変位量で単位はm）

1.40

2.25

0.28

加振最大加速度：396cm/sec2

遠心力載荷実験 変形状況

盛土内水位高、締固め度85%、無対策

（黄文字は変位量で単位はm）

0.38

0.72

0.48

加振最大加速度：488cm/sec2

遠心力載荷実験 変形状況

盛土内水位高、締固め度90%、無対策

（黄文字は変位量で単位はm）

(a)水位高、DC =82% (c)水位高、DC =85%

(d)水位高、DC =90%
0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

80 82 84 86 88 90 92

天
端

沈
下

量
(m

)

締固め度 DC(%)

水位高

水位中

水位低

水位：中・低

盛土材料の締固め度と天端沈下量の関係



Dc=82%、無対策 Dc=82%、のり尻の水位を低下

・排水層を設置し，盛土内水位を低下させる，あるいはのり尻に布団かご
を設置すると耐震性は格段に向上。

0

20
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100

120

140

-80 -60 -40 -20
のり尻水位 (mm)

の
り

肩
沈

下
量

 (
m

m
)

Dc =82%

Dc =90%Dc =85%

のり尻水位

排水層

  

Dc=82%、のり尻布団かご設置

盛土内に水を浸透させた状態でレベル2地震動を入力
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【参考】盛土の安定性に及ぼす排水対策の効果



令和6年能登半島地震における谷埋め高盛土の被害の傾向（再掲）

・沢埋め高盛土を中心に多くの盛土の被災が確認された。

・のと里山海道においては、平成19年の能登半島地震で大規模崩壊してその後排水対策等を
施した本復旧箇所においては、多くの箇所において被災が軽微にとどまっていた。

・盛土の締固め基準等が引き上げられた平成25年以降に供用された輪島道路（令和5年供用）
は崩壊に至るような盛土の被災がないなど、それ以前に供用された穴水道路（平成18年供用）
に比べて被災が軽微であった。

・４車線を有する区間では、交通機能が喪失するような崩壊はなかった。

・一方で、H19年地震で被災し復旧した場所に隣接し（同じリスク要因を有する）、H19年未被災
だった部分が、R6地震では重度の被災（大きく沈下）

・改良土で復旧された箇所において、大規模な崩壊や比較的大きな沈下が生じた箇所があった。

・穴水道路において、平成21年東名牧の原の盛土崩壊を踏まえた緊急点検に関して、点検対

象とならなかった箇所、点検の結果要対策とならなかった箇所、対策を施した箇所においても、
一部の箇所で大規模な崩壊が生じた。
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車線数による道路機能への影響の違い

２車線区間

４車線／２車線区間の崩壊事例

のと里山海道（徳田大津IC～穴水IC区間）
 ４車線区間（約 ６ｋｍ）―盛土崩壊 ５件、うち交通機能全喪失０件
 ２車線区間（約２１ｋｍ）―盛土崩壊１６件、うち交通機能全喪失９件

４車線区間

提供：国際航業（株）・ （株）パスコ

2620240202 1010

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
右側　２車線の写真は、国総研土研調査班撮影左側　４車線区間の崩壊事例の写真の出典は以下のとおり。　出典：（株）パスコ／国際航業（株）撮影航空写真承諾書　コピー　条件　提供元の明示　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊以下、国際航業株式会社欄国際航業株式会社所有画像等デジタルデータ 使用承諾書国土交通省国土技術政策総合研究所 殿 2024 年2 月8 日国際航業株式会社は、国土交通省国土技術政策総合研究所に対し、当社が提供したデジタルデータを「画像等デジタルデータの使用条件」に従って使用することを承諾します。※ 画像データはクレジットが記載されたまま使用してください。トリミングなどでクレジットが記載されない場合には、別途「提供：国際航業株式会社」など当社指定のクレジットを記載してください。（共同撮影の場合は両社クレジットを表記）※ デジタルデータの使用は、上記使用申請書に記載した使用目的・形態に限ります。※ データ使用後、使用形態を確認できる資料を下記申請受付窓口宛てにお送りください。《申請受付窓口》 E-mail: info-kkc@kk-grp.jp fax: 042-330-1024 国際航業株式会社 広報部



令和6年能登半島地震における谷埋め高盛土の被害の傾向（再掲）

・沢埋め高盛土を中心に多くの盛土の被災が確認された。

・のと里山海道においては、平成19年の能登半島地震で大規模崩壊してその後排水対策等を
施した本復旧箇所においては、多くの箇所において被災が軽微にとどまっていた。

・盛土の締固め基準等が引き上げられた平成25年以降に供用された輪島道路（令和5年供用）
は崩壊に至るような盛土の被災がないなど、それ以前に供用された穴水道路（平成18年供用）
に比べて被災が軽微であった。

・４車線を有する区間では、交通機能が喪失するような崩壊はなかった。

・一方で、H19年地震で被災し復旧した場所に隣接し（同じリスク要因を有する）、H19年未被災
だった部分が、R6地震では重度の被災（大きく沈下）

・改良土で復旧された箇所において、大規模な崩壊や比較的大きな沈下が生じた箇所があった。

・穴水道路において、平成21年東名牧の原の盛土崩壊を踏まえた緊急点検に関して、点検対

象とならなかった箇所、点検の結果要対策とならなかった箇所、対策を施した箇所においても、
一部の箇所で大規模な崩壊が生じた。
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平成19年に被災し強化復旧した箇所に隣接する未被災区間の状況 被災度[AS]

28

○のと里山海道（徳田大津IC以北）、輪島道路、穴水道路区間（現地調査）

・H19年地震で被災し復旧した場所に隣接し（同じリスク要因を有する）、
H19年未被災だった部分が、R6地震では重度の被災（大規模崩壊）

出典：能登有料道路 復旧工事記録誌 石川県土木部・石川県道路公社

至 穴水

R6被災状況：
盛土高約15ｍの谷埋め盛土
で大規模崩壊（重度の被災）

H19 縦-14

R6大規模崩壊箇所
当時、未被災で、未対策

H19大規模崩壊箇所（縦14）で基礎
地盤砕石置換え、補強盛土、抑え
盛土により復旧された箇所

R6被災状況：
路面クラック（軽微な被災）

H19崩壊箇所

（当時、十分な対策
を講じて復旧）
→R６は軽微な被災

H19は未被災
（未対策）
→R6は重度の
被災

至 金沢

至 穴水

令和６年能登半島地震 専門調査結果（中間報告）より

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
縦１４R6地震では、H19崩壊箇所で復旧した箇所　　　　　　　（水色線枠）　クラックが発生　　（C）Ｈ19崩壊箇所で復旧した箇所に隣接した箇所（赤点線枠）　崩壊　　　　（Ａｓ）縦-14　工区　七尾市中島町　谷内（11.7KP）横田IC～越の原IC右側写真　国総研・土研調査班撮影



のと里山海道 STA22.0～22.1kp 被災度[A]

29

①沈下・段差1m以上 ②

H19復旧状況

押え盛土工

暗渠排水工

路体盛土
（改良土）

レベル3：抑え盛土工
（大規模崩壊箇所）

出典：能登有料道路 復旧工事記録誌 石川県土木部・石川県道路公社



H19崩壊
（縦-43）

盛土76 [AS]
崩壊

のと里山海道 STA24.1kp 被災度[AS]

30【座標】 37.2221982106388,136.891411850353

①能登大橋取付部の段差

H19復旧の盛土崩壊

北陸地整番号：N73-1

土採取

②H19復旧の盛土崩壊

①

②



のと里山海道 STA24.1kp 平成19年被災状況及び対策状況(縦-43)

31

押え盛土工
矢板

暗渠排水工

のり留工

押え盛土工

路体盛土
（改良土）

路体盛土

のり留工

のり留工

暗渠排水工

暗渠排水工

主測線

のり面

のり面
H19被災状況

H19復旧断面



のと里山海道 STA24.1kp 平成19年被災状況及び対策状況(縦-43)

32
H19本復旧後

測線１： H１9復旧時断面
測線2： R6地震時崩壊方向

主測線方向ではなく、
谷下流方向に抑え盛
土部を含めて崩壊

R6被災状況



令和6年能登半島地震における谷埋め高盛土の被害の傾向（再掲）

・沢埋め高盛土を中心に多くの盛土の被災が確認された。

・のと里山海道においては、平成19年の能登半島地震で大規模崩壊してその後排水対策等を
施した本復旧箇所においては、多くの箇所において被災が軽微にとどまっていた。

・盛土の締固め基準等が引き上げられた平成25年以降に供用された輪島道路（令和5年供用）
は崩壊に至るような盛土の被災がないなど、それ以前に供用された穴水道路（平成18年供用）
に比べて被災が軽微であった。

・４車線を有する区間では、交通機能が喪失するような崩壊はなかった。

・一方で、H19年地震で被災し復旧した場所に隣接し（同じリスク要因を有する）、H19年未被災
だった部分が、R6地震では重度の被災（大きく沈下）

・改良土で復旧された箇所において、大規模な崩壊や比較的大きな沈下が生じた箇所があった。

・穴水道路において、平成21年東名牧の原の盛土崩壊を踏まえた緊急点検に関して、点検対

象とならなかった箇所、点検の結果要対策とならなかった箇所、対策を施した箇所においても、
一部の箇所で大規模な崩壊が生じた。
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盛土のり面の緊急点検（2009年～）の概要

１．点検対象となる道路
・ 東日本・中日本・西日本高速道路株式会社、首都高速道

路株式会社、阪神高速道路株式会社及び本州四国連絡高
速道路株式会社の管理する有料道路
・ 一般国道（国が管理する指定区間の国道）

２．点検の対象（以下の条件の全てに該当する盛土）
・ スレーキングしやすい岩質材料が用いられている可能性
のある盛土
・ 沢埋め部等の水の集まりやすい地形条件に造成された盛
土
・ 盛土のり尻から測った盛土高が１０ｍを上回る盛土

３．点検の内容
[1] 現地踏査

盛土のり面に湧水がないか、平常時及び降雨後に確認を
実施。

[2] 簡易現地調査

現地踏査により湧水が確認された盛土について、盛土の
強度及び地下水位を確認。

（のり尻から高さ2mの箇所で簡易動的貫入試験及び試験孔
を利用した水位観測を実施）

今回の調査結果を踏まえ、必要に応じて、詳細な調査（盛土
強度，盛土内水位の把握）又は継続的な観察を実施。

① 現地踏査箇所の抽出
・ 盛土の高さ１０ｍ以上
・ 集水地形
・ 盛土材料（泥岩、頁岩、凝灰岩）

② 現地踏査
・ のり尻付近の湧水、湿潤状況
・ 路面のクラック、沈下
・ のり面のクラック、はらみ出し
・ 排水設備の機能

④詳細調査 ・ 対策工検討

③ 簡易現地調査
盛土の強度等の確認

2011年東日本大震災後には点検対象を拡大（盛土材料の条件削除）して実施

2009年駿河湾を震源とする地震による東名牧の原の盛土崩壊を踏まえて盛土のり面の緊急点検を実施

2011以降本
条件は削除



【穴水道路での緊急点検結果】

盛土のり面の緊急点検（2009年～）の検証

【令和6年能登半島地震被災状況】
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対応必要無しと判断



穴水道路の特定土工点検結果－水の影響に関する所見

 穴水道路の特定土工点検結果から、のり尻部、のり面部に「湧水」「湿
地化」「滞水」「洗堀」「浸食」など、水の影響に関する所見があるか確認

 被災度ASはすべて所見あり，被災度A，Bについては一部所見あり。被
災度C，無被災は所見なし。

100.0%

20.0%

62.5%

80.0%

37.5%

100.0% 100.0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

AS A B C 無

割
合

(%
)

被災度あり なし水の影響所見の有無 ：

4箇所

1箇所

4箇所

5箇所

3箇所

3箇所 1箇所
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②で対応の必要無しと判断されたものの崩壊した箇所 穴水道路 被災度[AS]

STA13.5付近

道路区域外の排水溜まり、
旧水田の湿地化が診断に反
映されていない

H22年点検時の状況

R6年被災状況
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用地境界



④で対策を施したものの崩壊した箇所 穴水道路 STA14.4kp 被災度[AS]

• 崩土の末端にふとんかご（残骸）を確認。当初の位置
より数10ｍ単位で移動（流動）したと考えられる

①

②

①

②

③

④
崩 土 に 埋 没 し た
ふとんかご（著しく
変形していた）

至 金沢

至 輪島

ふとんかご設置位置

・のり尻の崩土が泥濘化
・ふとんかご転倒？崩土に埋没

③ ④
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④で対策を施したものの崩壊した箇所 穴水道路 STA14.4kp 被災度[AS]

基礎地盤（地山）
実際は下の可能性

ふとんかごと基礎地盤
の間に盛土層があり、ふ
とんかごが基礎地盤に
支持されていない。

のり尻付近の断面図

推定地山線

H22年点検時の状況

検討断面
（法尻最下部を通っていない）

用地外ののり面の湿地化

用地外の
のり面が続く
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３．令和6年能登半島地震道路における盛土被害を踏まえた対応

〇「令和6年能登半島地震道路復旧技術検討委員会」への参画を通じた復
旧支援

〇『令和６年能登半島地震を踏まえた盛土のり面の点検』（R6.7）の実施

「令和６年能登半島地震を踏まえた盛土のり面の点検要領」（R6.7）のとりまとめ
支援

〇道路土工構造物技術基準の改訂の方向性
（2024.7.22 第２３回道路技術小委員会）
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令和6年能登半島地震道路復旧技術検討委員会

41

能越自動車道 復旧にあたっての留意事項

「令和６年能登半島地震における当面の復旧に向けた施工方針・留意点
骨子（案） 令和6年3月27日」より

のり尻工

置換え工基盤排水層

補強盛土工

路体盛土工（安定処理土）

水平排水層

段切・地下排水溝



【穴水道路での緊急点検結果】

盛土のり面の緊急点検における新たな知見

 R6能登半島地震を踏まえた、以前の緊急点検及び対応に係る新たな知見

【令和6年能登半島地震被災状況】 【令和6年被災状況を踏まえた課題】
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盛土のり面の点検の経緯・今後の対応方針について

H21(2009)年の駿河湾地震、及び、H23(2011)年の東日本大震災

R6（2024)年 能登半島地震

「盛土のり面の緊急点検及び対策」を実施
〇対象道路：高速道路、直轄国道 ※都道府県・市町村及び公社は参考通知
〇対象盛土：おおむね10m以上、集水地形

能越道の全盛土（155箇所）の被災状況の調査及び分析
 大規模崩壊が28箇所（県管理区間：21箇所、直轄区間：7箇所）
 沢埋めの高盛土に多くの被害
 H22盛土工指針、H25締固め基準による盛土の被災は軽微
 緊急点検及び対策を行った直轄区間（穴水道路）における大規模崩壊の分析

→「複雑な沢埋め部で集水地形と判断されてなかったこと、のり尻下方の道路区域外が湿潤地で
有ったこと、のり尻に設置した布団かごの基礎が脆弱であったこと」が判明

・H22盛土工指針改定、H25締固め基準引き上げ
・H29道路土工構造物点検要領策定（自治体等；参考）
・H30道路土工構造物点検要領策定（直轄；義務）
※おおむね10m以上の盛土は重点的に点検対象

「盛土のり面の点検」を実施（R6.7～）
〇対象道路：緊急輸送道路
〇対象盛土：おおむね10m以上、集水地形（※新たな知見を踏まえ、集水地形の精査）
（調査、対策においては、新たな知見を踏まえ、適宜、道路区域外の湿潤状況の確認、基礎地盤や排水対策を実施）
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第23回道路分科会道路技術小委員会 資料に一部加筆

「令和６年能登半島地震を踏まえた盛土のり面
の点検要領」（R6.7）とりまとめ



【参考】対策のイメージ（案）

地山

ふとんかご

盛土

排水ボーリング

基礎地盤の処理
（砕石置換など）

弱層

弱層

ふとんかごを
強固な土層に固定

ふとんかご連結

補強材挿入

砕石
竪排水

NEXCO総研HPより

砕石竪排水ふとんかご

天端補強工
法尻でサウンディング（簡
易動的コーン貫入試験

等）を実施 → ふとんかご
の支持層の深さ把握
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
縦-14　工区　七尾市中島町　谷内（11.7KP）横田IC～越の原IC右側写真　国総研・土研調査班撮影



のり尻ふとんかごによる盛土崩壊抑制効果



令和6年能登半島地震道路における盛土被害を踏まえた基準の改訂の方向性

〇道路土工構造物技術基準の改訂の方向性
（2024.7.22 第２３回道路技術小委員会）

Ⅰ．道路土工構造物の設計における
「計画」時の配慮事項の明確化

地形・地質の影響等を踏まえた検討断面の設定等

Ⅱ．「不確実性」 および 「設計の前提条件と異なる場合」の
対応方針の明確化

現地発生土を改良して用いる場合の改良強度、施工管理等

Ⅲ．基準解説、指針、便覧等の記載の充実
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